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【 請 求 項 １ 】
　 　 と を 具 備 す る 、 フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 増 幅 器 で あ っ
て 、
　

　 検 出 器 制 御 部 １ ４ は 、 相 互 変 調 検 出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ５ ０ と 、 信 号 電 力 検 出 器 ／ プ ロ セ ッ
サ ４ ８ と を 含 み 、
　

　

　
起 動 時 に 、 フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 経 路 内 の 信 号 電 力 を 最 小 に す る よ う

に 、
そ の 後 、 フ ィ

ー ド フ ォ ワ ー ド 増 幅 器 の 出 力 に お け る 相 互 変 調 を 最 小 に す る よ う に 、

フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 増 幅 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 増 幅 器 で あ っ て 、
　 入 力 ポ ー ト １ ６ と 、
　 出 力 ポ ー ト １ ８ と 、
　 第 １ の 主 経 路 ス プ リ ッ タ ２ ０ で あ っ て 、 入 力 信 号 が 入 力 ポ ー ト １ ６ に 適 用 さ れ た 時 に 入
力 信 号 が 第 １ の 主 経 路 ス プ リ ッ タ ２ ０ に よ っ て 主 信 号 と フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 信 号 と に 分 割
さ れ る よ う に 、 入 力 が 入 力 ポ ー ト １ ６ に 接 続 さ れ た 、 第 １ の 主 経 路 ス プ リ ッ タ ２ ０ と 、
　 入 力 が 第 １ の 主 経 路 ス プ リ ッ タ ２ ０ の 第 １ の 出 力 に 接 続 さ れ

増 幅 部 １ ２ と 検 出 器 制 御 部 １ ４ １ ０

増 幅 部 １ ２ は 、 主 増 幅 器 ２ ４ と フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 信 号 経 路 と を 有 す る 主 信 号 経 路 を 含
み 、

フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 増 幅 器 １ ０ の 出 力 １ ８ に お け る 相 互 変 調 を 最 小 に す る よ う に 、 相 互
変 調 検 出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ５ ０ が フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 信 号 の 利 得 及 び 位 相 を 制 御 す る た め に
、 相 互 変 調 検 出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ５ ０ の 入 力 が 主 信 号 経 路 に 接 続 さ れ 、 出 力 が フ ィ ー ド フ ォ
ワ ー ド 信 号 経 路 に 接 続 さ れ 、

主 増 幅 器 ２ ４ 内 で 増 幅 さ れ た 主 信 号 の 利 得 及 び 位 相 を 制 御 す る よ う に 、 主 増 幅 器 ２ ４ の
信 号 経 路 に 信 号 電 力 検 出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ４ ８ の 出 力 が 接 続 さ れ 、

検 出 器 制 御 部 １ ４ は 、 さ ら に 、 ス イ ッ チ ４ ６ を 含 み 、 ス イ ッ チ ４ ６ は 、 フ ィ ー ド フ ォ ワ
ー ド 増 幅 器 １ ０ の 信 号

信 号 電 力 検 出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ４ ８ が 主 信 号 の 利 得 及 び 位 相 を 制 御 す る た め に 、 信 号 電
力 検 出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ４ ８ の 入 力 を フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 信 号 経 路 に 接 続 し 、

１ ０ １ ８ 信 号 電 力 検
出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ４ ８ が 主 信 号 の 利 得 及 び 位 相 を 制 御 す る た め に 、 信 号 電 力 検 出 器 ／ プ ロ
セ ッ サ ４ ８ の 入 力 を フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 信 号 経 路 か ら 切 断 し 、 信 号 電 力 検 出 器 ／ プ ロ セ ッ
サ ４ ８ の 入 力 を 主 信 号 経 路 に 接 続 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 、

主 信 号 経 路 が 、

主 信 号 を 受 信 す る た め に 、



た 、 主 信 号 経 路 利 得 及 び 位 相 調 整 器 ２ ２ で あ っ て 、 タ ッ プ 上 の 電 圧 レ ベ ル が 主 信 号 の 利 得
と 位 相 と を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ た 、 利 得 制 御 入 力 タ ッ プ Ｔ 1 と 位 相 制 御 入 力 タ ッ プ Ｔ 2

と を 有 す る 、 主 信 号 経 路 利 得 及 び 位 相 調 整 器 ２ ２ と 、
　 入 力 が 主 信 号 経 路 利 得 及 び 位 相 調 整 器 ２ ２ の 出 力 に 接 続 さ れ た 、 主 増 幅 器 ２ ４ と 、
　 入 力 が 主 増 幅 器 ２ ４ の 出 力 に 接 続 さ れ た 、 第 ２ の 主 経 路 ス プ リ ッ タ ２ ６ と 、
　 入 力 が 第 ２ の 主 経 路 ス プ リ ッ タ ２ ６ の 第 １ の 出 力 に 接 続 さ れ た 、 主 信 号 経 路 遅 延 エ レ メ
ン ト ２ ８ と 、
　 第 １ の 入 力 が 主 信 号 経 路 遅 延 エ レ メ ン ト ２ ８ の 出 力 に 接 続 さ れ た 、 第 １ の 主 経 路 カ プ ラ
３ ０ と 、
　 入 力 が 第 １ の 主 経 路 カ プ ラ ３ ０ の 出 力 に 接 続 さ れ 、 第 １ の 出 力 が 出 力 ポ ー ト １ ８ に 接 続
さ れ 、 第 ３ の 主 経 路 ス プ リ ッ タ ３ ２ と
、
　
　 　 入 力 が 第 １ の 主 経 路 ス プ リ ッ タ ２ ０ の 第
２ の 出 力 に 接 続 さ れ た 、 フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 信 号 経 路 遅 延 エ レ メ ン ト ３ ４ で あ っ て 、 主 増
幅 器 ２ ４ に よ っ て 引 き 起 こ さ れ た 主 信 号 内 の 遅 延 に 略 適 合 す る よ う に 選 択 さ れ た 遅 延 が フ
ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 信 号 経 路 遅 延 エ レ メ ン ト ３ ４ に よ っ て 負 荷 さ れ る 、 フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド
信 号 経 路 遅 延 エ レ メ ン ト ３ ４ と 、
　 　 第 １ の 入 力 が フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 信 号 経 路 遅 延 エ レ メ ン ト ３ ４ の 出 力 に 接 続 さ れ 、

第 ２ の 主 経 路 ス プ リ ッ タ ２ ６ の 第 ２ の 出 力 減 衰 器 ４ ３

　 　 入 力 が フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 経 路 カ プ ラ ３ ６ の 出 力 に 接 続 さ れ た 、 フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド
経 路 ス プ リ ッ タ ３ ８ と 、
　 　

　 　

　
　 　 第 １ の 行 程 が 出 力 に 接 続 さ れ 、 第 ２ の 行 程 が

の 出 力 に 接 続 さ れ た 、 Ｓ Ｐ Ｄ Ｔ ス イ ッ チ ４ ６ と 、
　 　 入 力 が Ｓ Ｐ Ｄ Ｔ ス イ ッ チ ４ ６ の 極 に 接 続 さ れ た 、 信 号 電 力 検 出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ４ ８ で
あ っ て 、 入 力 に 示 さ れ た 信 号 を 最 小 に す る た め に 、 利 得 制 御 入 力 タ ッ プ Ｔ 1 と 位 相 制 御 入
力 タ ッ プ Ｔ 2 と を ど の よ う に 導 く か を 示 す 入 力 に 示 さ れ た 信 号 か ら デ ー タ を 引 き 出 し て 処
理 す る よ う に 構 成 さ れ た 、 信 号 電 力 検 出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ４ ８ と 、
　 　 入 力 が 信 号 電 力 検 出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ４ ８ の 第 １ の 出 力 に 接 続 さ れ た 、 信 号 電 力 利 得 コ
ン ト ロ ー ラ ５ ２ で あ っ て 、 信 号 電 力 検 出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ４ ８ の 入 力 を フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド
経 路 ス プ リ ッ タ ３ ８ の 第 ２ の 出 力 に 接 続 す る た め に Ｓ Ｐ Ｄ Ｔ ス イ ッ チ ４ ６ が 設 定 さ れ て い
る 時 の フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 経 路 ス プ リ ッ タ ３ ８ に お け る 信 号 電 力 を 最 小 に し て 、 信 号 電 力
検 出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ４ ８ の 入 力 を 相 互 変 調 受 信 器 ４ ４ の 出 力 に 接 続 す る た め に Ｓ Ｐ Ｄ Ｔ ス
イ ッ チ ４ ６ が 設 定 さ れ て い る 時 の 相 互 変 調 受 信 器 ４ ４ に よ っ て 受 け 取 ら れ た 相 互 変 調 を 最
小 に す る た め に 、 信 号 検 出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ４ ８ に よ っ て 提 供 さ れ た デ ー タ に 対 応 し て
利 得 制 御 入 力 タ ッ プ Ｔ 1 を 導 く よ う に 構 成 さ れ た 、 信 号 電 力 利 得 コ ン ト ロ ー ラ ５ ２
　 　 入 力 が 信 号 電 力 検 出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ４ ８ の 第 ２ の 出 力 に 接 続 さ れ た 、 信 号 電 力 位 相 コ
ン ト ロ ー ラ ５ ４ で あ っ て 、 信 号 電 力 検 出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ４ ８ の 入 力 を フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド
経 路 ス プ リ ッ タ ３ ８ の 第 ２ の 出 力 に 接 続 す る た め に Ｓ Ｐ Ｄ Ｔ ス イ ッ チ ４ ６ が 設 定 さ れ て い
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第 ２ の 出 力 が 相 互 変 調 受 信 機 の 入 力 に 接 続 さ れ た 、
を 含 み 、
フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 信 号 経 路 は 、

フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 信 号 を 受 信 す る よ う に 、

第
２ の 入 力 が 、 に 接 続 さ れ た に 接 続 さ
れ た 、 フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 経 路 カ プ ラ ３ ６ で あ っ て 、 フ イ ― ド フ ォ ワ ー ド 経 路 カ プ ラ ３ ６
に 提 供 さ れ た 主 信 号 の 無 ひ ず み 部 分 が フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 信 号 に よ っ て 略 取 り 消 さ れ る よ
う に 減 衰 が 選 択 さ れ る 、 フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 経 路 カ プ ラ ３ ６ と 、

入 力 が フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 経 路 ス プ リ ッ タ ３ ８ の 第 １ の 出 力 に 接 続 さ れ 、 利 得 制 御 入
力 タ ッ プ Ｔ 3 と 位 相 制 御 入 力 タ ッ プ Ｔ 4 と を 有 す る 、 フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 信 号 経 路 利 得 及 び
位 相 調 整 器 ４ ０ と 、

入 力 が フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 信 号 経 路 利 得 及 び 位 相 調 整 器 ４ ０ の 出 力 に 接 続 さ れ 、 出 力
が 第 １ の 主 経 路 カ プ ラ ３ ０ の 第 ２ の 入 力 に 接 続 さ れ た 、 補 正 増 幅 器 ４ ２ で あ っ て 、 補 正 増
幅 器 ４ ２ 内 の 遅 延 が 主 信 号 経 路 エ レ メ ン ト に よ っ て 加 え ら れ た 遅 延 に 略 等 し い 、 補 正 増 幅
器 ４ ２ と 、 を 含 み 、

検 出 器 制 御 部 １ ４ は 、
相 互 変 調 受 信 機 の フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 信

号 経 路 ス プ リ ッ タ の 第 ２

電 力
と 、



る 時 の フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 経 路 ス プ リ ッ タ ３ ８ に お け る 信 号 電 力 を 最 小 に し て 、 信 号 電 力
検 出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ４ ８ の 入 力 を 相 互 変 調 受 信 器 ４ ４ の 出 力 に 接 続 す る た め に Ｓ Ｐ Ｄ Ｔ ス
イ ッ チ ４ ６ が 設 定 さ れ て い る 時 の 相 互 変 調 受 信 器 ４ ４ に よ っ て 受 け 取 ら れ た 相 互 変 調 を 最
小 に す る た め に 、 信 号 電 力 検 出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ４ ８ に よ っ て 提 供 さ れ た デ ー タ に 対 応 し て
位 相 制 御 入 力 タ ッ プ Ｔ 2 を 導 く よ う に 構 成 さ れ た 、 信 号 電 力 位 相 コ ン ト ロ ー ラ ５ ４
　 　 入 力 が 相 互 変 調 受 信 器 ４ ４ の 出 力 に 接 続 さ れ た 、 相 互 変 調 検 出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ５ ０ で
あ っ て 、 入 力 に 示 さ れ た 信 号 を 最 小 に す る た め に 、 利 得 制 御 入 力 タ ッ プ Ｔ 3 と 位 相 制 御 入
力 タ ッ プ Ｔ 4 と を ど の よ う に 導 く か を 示 す 入 力 に 示 さ れ た 信 号 か ら の デ ー タ を 引 き 出 し て
処 理 す る よ う に 構 成 さ れ た 、 相 互 変 調 検 出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ５ ０ と 、
　 　 入 力 が 相 互 変 調 検 出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ５ ０ の 第 １ の 出 力 に 接 続 さ れ た 、 相 互 変 調 利 得 コ
ン ト ロ ー ラ ５ ６ で あ っ て 、 相 互 変 調 受 信 器 ４ ４ に よ っ て 受 け 取 ら れ た 相 互 変 調 を 最 小 に す
る た め に 、 相 互 変 調 検 出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ５ ０ に よ っ て 提 供 さ れ た デ ー タ に 対 応 し て 、 利 得
制 御 入 力 タ ッ プ Ｔ 3 を 導 く 、 相 互 変 調 利 得 コ ン ト ロ ー ラ ５ ６ と 、
　 　 入 力 が 相 互 変 調 検 出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ５ ０ の 出 力 に 接 続 さ れ た 、 相 互 変 調 位 相 コ
ン ト ロ ー ラ ５ ８ で あ っ て 、 相 互 変 調 受 信 器 ４ ４ に よ っ て 受 け 取 ら れ た 相 互 変 調 を 最 小 に す
る た め に 、 相 互 変 調 検 出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ５ ０ に よ っ て 提 供 さ れ た デ ー タ に 対 応 し て 、 位 相
制 御 入 力 タ ッ プ Ｔ 4 を 導 く 、 相 互 変 調 位 相 コ ン ト ロ ー ラ ５ ８ と 、 を 含 み 、
　 フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 増 幅 器 １ ０ の 起 動 時 に 、 フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 経 路 内 の 総 パ ワ ー 相
互 変 調 受 信 器 ４ ４ に よ っ て 受 け 取 ら れ た 相 互 変 調 が 最 小 に さ れ る ま で 、 フ イ ― ド フ ォ ワ
ー ド 経 路 ス プ リ ッ タ ３ ８ を 信 号 電 力 検 出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ４ ８ に 接 続 す る よ う に 、 Ｓ Ｐ Ｄ Ｔ
ス イ ッ チ ４ ６ が 設 定 さ れ 、 次 に 、 相 互 変 調 受 信 器 ４ ４ を 信 号 電 力 検 出 器 ／ プ ロ セ ッ サ ４ ８
に 接 続 す る よ う に 設 定 さ れ る 、 フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 増 幅 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 信 号 取 消 ル ー プ と 相 互 変 調 取 消 ル ー プ と を 有 す る フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 増 幅 器

す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 起 動 時 に 、 フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 経 路 内 の 信 号 電 力 を 最 小 に す る よ う に 信 号 取 消 ル ー プ
平 衡

こ と と 、
　 次 に 、 フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 増 幅 器 の 出 力 に お け る 相 互 変 調 を 最 小 に す る よ う に 、

こ と と 、 を 備 え た 、
　 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 第 １ の 利 得 及 び 位 相 調 整 器 と 、 主 信 号 経 路 の 一 部 を 形 成 す る 主
増 幅 器 ２ ４ と 、 フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 信 号 を 提 供 す る た め の フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 信 号 経 路 出
力 と 、 を 具 備 し 、 第
２ の 利 得 及 び 位 相 調 整 器 と 、 補 正 増 幅 器 と 、 補 正 増 幅 器 の 出 力 を 主 増 幅 器 ２ ４ の
下 流 の 主 信 号 経 路 に 結 合 す る た め の 補 正 カ プ ラ と 、 方 法 で あ っ て 、
　 フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 信 号 経 路 出 力 に お け る 信 号 電 力 を 最 小 に す る よ う に 第 １
の 利 得 及 び 位 相 調 整 器 、 カ プ ラ の 下 流 の 相 互 変 調 を 最 小 に す る よ う に 第 ２ の 利 得
及 び 位 相 調 整 器 こ と と 、
　 次 に 、 フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 信 号 経 路 出 力 に お け る 信 号 電 力 と 補 正 カ プ ラ の 下 流 の 相 互 変
調 と が 最 小 に 達 す る 時 に 、 補 正 カ プ ラ の 下 流 の 相 互 変 調 を 最 小 に す る よ う に 、 両 方 の 利 得
及 び 位 相 調 整 器 こ と と 、 を 具 備 し た 、
　 の 方 法 。
                                                                                
      

(3) JP 2005-531224 A5 2006.8.10

と 、

第 ２ の

と
と

請 求 項 １ に 記 載 の

の 電 力 出 力
を 増 加

を
さ せ る と と も に 、 フ ィ ー ド ア ッ プ フ ォ ワ ー ド 増 幅 器 の 出 力 に お け る 相 互 変 調 を 最 小 に

す る よ う に 相 互 変 調 取 消 ル ー プ を 平 衡 さ せ る
信 号 取

消 ル ー プ と 相 互 変 調 取 消 ル ー プ と を 平 衡 さ せ る

信 号 変 調 取 消 ル ー プ が 、

相 互 変 調 取 消 ル ー プ が フ ィ ー ド フ ォ ワ ー ド 信 号 経 路 出 力 に 接 続 さ れ 、
４ ２ ４ ２

を 具 備 す る 、
起 動 時 に 、

が 導 か れ
が 導 か れ る

が 導 か れ る
請 求 項 ３ に 記 載
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